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見聞記第6回石炭科学国際会議に参加して
｛鮒

ReviewingtheAttendanceatthe6thInternational

ConferenceofCoalScience
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国際エネルギー庁(IEA)はOECDのわく組みの

中で，エネルギーに関する種々のプログラムを実行す

るため1974年に組織されたが，我々がICCSと呼ぶ石

炭科学国際会議の開催はこのプログラムの中の重要な

行事の一つとなっている．我が国も当然IEAのメンバー

であり，今回の会議では組織委員の一人として,NE

DOの上田成氏が参画されておられる．この会議は2

年毎に開催されるが2年前の第5回は東京で開催され

大変な盛会であった

ヂｭｯｾﾙドﾙﾌ,ピｯﾂパｰダ,ｼドﾆｰ,マー

ストリヒト，東京についで今回，英国の産業革命を支

えた石炭の産地でもあるニューキャッスル（ロンドン

のヒースロー空港から約1時間，鉄路ではロンドンの

キングスクロス駅から4時間30分）で開催された事は

大変意義深いと言えよう．会場のニューキャッスルア

ポンタイン大学（ニューキャッスルは正式にはニュー

キャッスルアポンタインと言いTyne川ほとりの新し

い城の意）にはFuel誌のEditorを永く勤められた

Marsh教授がおられ，今回のICCSもMarsh教授の退

官を記念する会議と位置づける事もできるのである

会議は9月16日（月）から20日（金）までNew

MedicalandDentalSchoolBuildingで開催され，

筆者は開会式(16日午後2時から）から閉会式(20日

午前10時40分から）まできっちり参加することが出

来た．開会式では国会議員のD.Heathcoat-Amory

氏が講演をし石炭が世界の電力の40%以上(44%)を

賄っている事や各国に豊富に存在する事から石炭のエ

ネルギーとしての重要性を改めて指摘しながら政府，

産業界，大学が手をたずさえてNOx,SOxのem,s‐

sionを低減し,CO2のgreenhouseeffectによる環境

への影響を考慮しながら行動してゆかねばならない事，

太陽光，潮力，風力といったエネルギーとの共存とエ

ネルギー的に見た効果的なmixing,そして石炭利用

の効率を上げる事の大切さを指摘された．次いで副学

長のD.Murchison教授がニューカッスルアポンタ

イン大学の誕生の経緯を述べられ，現在のMarsh

教授につながる同大学の石炭科学部門の研究の流れを

述べられたその後恒例となった当代の代表的な石炭

科学者による各々20分の特別講演があり，今回はわが

国から北大の真田教授がCoalStructureandReac-

tionsと題して石炭構造研究のこれまでとその行くべ

き方向を熱っぽくlectureされた．講師陣は他にW.

Riepe(ドイツ,CoalScienceandEnvironment),

Moulijin(オランダ,CoalCombustionandGa-

sification),Solomon(アメリカ,CoalPyrolysis

andLiquefaction)の諸氏で各々 バランスのとれた

講演内容であった．この後，市の効外のGosforth

ParkHotelで午後7時から夕食会が開かれ参加者の

夫人も含めて約500人の人達が一堂に会して10時15分

頃までにぎやかな楽しい会が続いた．2年ぶりに会う
辱」

同じ研究フィールドの仲間とのエール交換は国際会議

の最大の楽しみの1つと言えよう

講演発表は3つの階段教室で17B(火）朝8時30分

からスタートし途中30分のコーヒーブレークがあり12

時20分まで続く.13時30分からポスターセッションが

ポスターホールで2時間行われ15時30分から17時10分

頃まで発表があるといった具合で，このスケジュール

が18B,19日と3日続き，最後の20日は10時10分まで

発表があった．昼食は大学の宿泊設備であるキャッス

ルリーズ(CaStleLeazes)の2階に取るのだが，こ

こに宿泊されている参加者も多かった様である．

筆者はニューキャッスルの駅に降りた時，警官から

貰った地図（図-1）でこの大学が緑につつまれた素晴

らしい環境の中に位置している事を知ったが，そのロ

ケーションからも大学がこの都市で大変な貢献をして

いるであろう事が容易に想像できるのである．

さて上述の3つの階段教室では石炭を分子固体とみ

るテーマに関する研究と石炭の化学反応に関する研究

が17日にRoomAで討議され，引きつづき石炭中の

硫黄へテロ原子，酸化，ウエザーリング，分析と分

に大阪大学工学部応用化学科教授

〒565吹田市山田丘2-1
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図-1EldonSquareとニューキャッスルアポンタイン大学（左上黒い部分）

光学的研究，熱分解と低温乾留，熱流動性，化学組成

研究に関する発表が行われた.RoomCでは燃焼と

ガス化の機構研究，ガス化技術，熱分解が初日に討論

され，引きつづいて熱分解と乾留に於ける中間体や最

終製品,NOx,SOxの問題石炭の表面性状などの

研究が発表された.RoomFでは石炭液化と水素化

分解の機構研究と触媒研究が初日のテーマであり更に

液化油の高品質化技術，コープ°ロセッシング，脱硫，

灰分の問題等興味深い発表が行われた．

上述の研究発表の内容から本会議が石炭のあらゆる

分野の研究を含んでいる事が容易に理解できると思う

が何故CoalScienceという名称がついているかとい

う点も納得頂けるものと思う．

いうまでもなく業者が全ての講演を聞ける訳でも

なく又理解できる訳でもないが専門に近い内容の

RoomAとRoomFを主としてかけ持ちで聞き歩くと

いう事になった．全体としてこれまでのICCSと違っ

てわが国からの参加者が討論に積極的に加わっていて，

発表も含めて我が国の研究者が一歩先んでいる分野も

あって実に力強く感じた．例えばRoomAの石炭を分

子固体としてとらえる研究発表ではリーハイ大学の

Larsenらの石炭有機質中での電子移動についての発表

､SandiaNRのCarlsonの石炭構造のコンピューター

シミュレーション研究の他，石炭高分子構造の非共有

結合性寄与をカロリーメトリーで評価する京大の橋本

グループの発表，北大真田グループの電子受容体と石

炭有機質との相互作用に関する研究，近大の相田らの

石炭溶剤膨潤の速度論石炭溶剤抽出物の溶解性に関

する東北大飯野グループ°の発表など我が国研究者の活

躍が目立った．ただしこの分野で実績のあるMarzec

ら東欧グループの参加がなかったから軽々しい思い上

がりは慎しまねばならないと思う．米国DOEのFar-

casiuやモナシュ大学のJacksonらの研究に一時の勢

いが見られないのは残念であったが，あとでJackson

教授に聞いた処ではオーストラリアの石炭研究の

Fundが仲々えられにくくなっているとの事でタスマ

ニア大学のLarkins教授も行政の方で忙しく今回不参

加はさびしい事であった

筆者は石炭液化にも大いに興味があるのでRoomF

ものぞいてみたがマセラルグループの熱分解や生成物

の分析など複雑な石炭をこういった方向から攻めると

いうのも，とりたてて新しい考えではないが，手間の
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図-2EldonGardenShoppingCenter内

かかる仕事であり地道に進められている事はやはり注

目しておく必要がある様に感じた

石炭と重質液を共処理するコープロセッシングでは

フエロセンを触媒として使用するIkuraらの発表，ポ

リエチレンやポリスチレンを石炭と一緒に分解する

Hodekの低温熱分解は発想の奇異さに驚くがリグニ

ン共存下で石炭の解重合を進めるMuchmoreの研究

は経済性がないとの事であるが，彼の講演は実にわか

りやすい英語で（と思うだけでほんとうは流暢すぎて

全てをわかっている訳ではない）音楽を聞く様でもあ

りそのリズム感に聴きほれてしまったが，こういった

感じ方も国際会議をエンジョイする一側面だとも思う

のである．要するにMuchmore氏とじっくりと話し

たいと思った事だけは確かなのである．

石炭の重質有機質への親和性を利用したアグロメレー

ション法がアメリカやカナダで研究されているが，ア

メリカはPCB汚染された土壌からのケミカルの除去

に興味があり，カナダではオイルサンドプロセッシン

グで出る廃砂の油の除去に興味があるとARCの大内

氏に聞いたがこれらアク．ロメレーション法に関する研

究がRobbinsら,Ignasiakら,Wheelockらにより

報告された

以上駆け足で紹介したが東北大の富田らの鉄触媒ガ

ス化の研究，九大持田らのコーキングプロセス研究，

エネルギー・資源

北大千葉らの石炭の熱流動性に関する研究の他，液化

油のアップグレーディングに関する科技研西嶋グルー

プ，溶媒可溶触媒液化に関する公資研，佐藤グループ｡，

北開試グループによる．プロセッシングのベンチプラ

ント研究など記載すべき価値ある多くの発表があった

がとに角膨大なICCSの研究発表をすべてカバーする

ことが出来なかったことを改めて注意しておきたい

尚，筆者らのグループ°はコープロセッシング化にお

ける油の収率増加要因と赤平炭の化学構造推定を発表

したが，研究室出身の藤本氏（出光興産)，井田氏

(神戸製鋼所)，それにDr.Song(Penstate)らの

発表があったのは心強いものであった

20日（金）午前10時40分からの閉会式には多くの人

達が参加しConferenceHighlightsとしてDr.van

Heak,Dr・Wender,Dr.Menendezらがガス化，液

化，燃焼の話しをされ次回のICCSは1993年9月12B

~17日カナダのパンフスプリングホテルで開催される

事がアナウンスされた筆者は14年前にアルバータ大

学留学中に幾度かパンフを訪れたがあの素晴らしい会

場で発表できるかと思うと今から胸が高鳴るのを禁じ

えないのである‘

今回はニューキャッスルという英国北部の町での国

際会議であったが頂度JapanFestivalが9月16日か

ら開催されており，会議もこれに呼応したかのようで

実に心にくい演出（日本人にとって）であったように

思うのは筆者のみではないと思う．たまたま筆者の宿

泊したSwallowHotelには東京の地球會という劇団

の人達の宿泊しておられ,16日のホテルでの朝食で二，

三の方々と話しをしたがホテル近くのTheTheater

Royalで「HanaregozeOrin」の舞台が18日から21

日まで4日間続くことも教えて貰って18日夜7時30分

からSRIInternationalのDr.Malhotlaと一緒に観

劇する機会を得たが，旅の疲れも感じさせない素晴ら

しい出来でアンコールの拍手がしばらく鳴りやまなかっ

たまたこのホテル近くにあるEldonSquare(図-2)

というShoppingCenterは案内書によると英国随一

の規模を誇るようで今回の参加者の殆んどはここで

Shoppingを楽しまれたのではないかと思う19日夜

市庁舎で開かれた市長の歓迎レセプションも忘れがた

い経験であった．こんな駄足をつけ加えたのもカナダ，

パンフでのICCSもまたカナダ側の熱意によって，我々

に素晴らしい経験を与えてくれるものと確信するから

で，石炭科学に関心を持たれる方々の大いなる参加を

期待しながら本報告を終えたい．
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